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４

施
行
期
日
等

無
電
柱
化
の
費
用
は
、
無
電
柱
化
に
係
る
事
業
の

特
性
を
踏
ま
え
た
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
関
係
事

業
者
の
適
切
な
役
割
分
担
の
下
、
こ
れ
ら
の
者
が
そ

の
役
割
分
担
に
応
じ
て
負
担
す
る
も
の
と
す
る
と
と

も
に
、
政
府
は
、
３
の

の
ほ
か
、
無
電
柱
化
を
円

滑
か
つ
迅
速
に
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
無
電
柱
化
の

費
用
の
縮
減
を
図
る
た
め
の
方
策
そ
の
他
の
国
、
地

方
公
共
団
体
及
び
関
係
事
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に

基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。（
附

則
第
二
項
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。

事
業
者
の
責
務

公
共
交
通
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
の
事
業
を
行
う

者
は
、
自
転
車
と
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
の
促
進

等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が

実
施
す
る
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
に

協
力
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
関

係
）国

民
の
責
務

国
民
は
、
基
本
理
念
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
自
転
車
の
活
用

の
推
進
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
こ

と
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

関
係
者
の
連
携
及
び
協
力

国
、
地
方
公
共
団
体
、
公
共
交
通
に
関
す
る
事
業

そ
の
他
の
事
業
を
行
う
者
、
住
民
そ
の
他
の
関
係
者

は
、
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
、
相
互
に
連
携
を

図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
七
条
関
係
）

２

自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針

自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
し
て
、
重
点
的
に
検
討

さ
れ
、
及
び
実
施
さ
れ
る
べ
き
施
策
は
、
良
好
な
自
転

車
交
通
網
を
形
成
す
る
た
め
必
要
な
自
転
車
専
用
道
路

等
の
整
備
、
自
転
車
の
活
用
に
よ
る
国
民
の
健
康
の
保

持
増
進
、自
転
車
と
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
の
促
進
、

災
害
時
の
自
転
車
の
有
効
活
用
体
制
の
整
備
等
と
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
関
係
）

３

自
転
車
活
用
推
進
計
画
等

自
転
車
活
用
推
進
計
画

政
府
は
、
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策

の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、
自
転

車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に
即
し
、
自

転
車
活
用
推
進
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。（
第
九
条
関
係
）

都
道
府
県
自
転
車
活
用
推
進
計
画
等

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
自
転
車
活
用
推
進
計
画

を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）は
、
市
町
村
自
転

車
活
用
推
進
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
一
〇
条
及
び
第
一
一
条
関

係
）

４

自
転
車
活
用
推
進
本
部

国
土
交
通
省
に
、
特
別
の
機
関
と
し
て
、
自
転
車

活
用
推
進
本
部
を
置
く
こ
と
と
し
た
。（
第
一
二
条
関

係
）本

部
は
、
自
転
車
活
用
推
進
本
部
長
及
び
自
転
車

活
用
推
進
本
部
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
こ
と
と
し

た
。（
第
一
三
条
第
一
項
関
係
）

本
部
の
長
は
、
自
転
車
活
用
推
進
本
部
長
と
し
、

国
土
交
通
大
臣
を
も
っ
て
充
て
る
こ
と
と
し
た
。（
第

一
三
条
第
二
項
関
係
）

自
転
車
活
用
推
進
本
部
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を

も
っ
て
充
て
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
第
三
項
関

係
）

総
務
大
臣

文
部
科
学
大
臣

厚
生
労
働
大
臣

経
済
産
業
大
臣

環
境
大
臣

内
閣
官
房
長
官

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

か
ら

ま
で
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
国
土
交

通
大
臣
以
外
の
国
務
大
臣
の
う
ち
か
ら
、
国
土
交

通
大
臣
の
申
出
に
よ
り
、
内
閣
総
理
大
臣
が
指
定

す
る
者

か
ら

ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
の

組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
三
条
第
四
項
関
係
）

５

雑
則

自
転
車
の
日
及
び
自
転
車
月
間
を
設
け
る
と
と
も

に
、
国
土
交
通
大
臣
は
、
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関

し
特
に
顕
著
な
功
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対

し
、
表
彰
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

四
条
及
び
第
一
五
条
関
係
）

６

施
行
期
日
等

政
府
は
、
自
転
車
の
活
用
の
推
進
を
担
う
行
政
組

織
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果

に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。

（
附
則
第
二
条
及
び
第
三
条
関
係
）

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を

超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
自
転
車
活
用
推
進
法
（
法
律
第
一
一
三
号
）（
国
土
交
通

省
）

１

総
則目

的
こ
の
法
律
は
、
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
し
、

基
本
理
念
を
定
め
、
国
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
し
、

及
び
自
転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
基
本

と
な
る
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
自
転
車
活
用
推

進
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
転
車
の
活
用

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

基
本
理
念

自
転
車
の
活
用
の
推
進
は
、
自
転
車
に
よ
る
交

通
が
、
災
害
時
に
お
い
て
機
動
的
で
あ
る
こ
と
等

の
特
性
を
有
し
、
公
共
の
利
益
の
増
進
に
資
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
の
下
に
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一

項
関
係
）

自
転
車
の
活
用
の
推
進
は
、
自
転
車
の
利
用
を

増
進
し
、
交
通
に
お
け
る
自
動
車
へ
の
依
存
の
程

度
を
低
減
す
る
こ
と
が
、
国
民
の
健
康
の
増
進
及

び
交
通
の
混
雑
の
緩
和
に
よ
る
経
済
的
社
会
的
効

果
を
及
ぼ
す
等
公
共
の
利
益
の
増
進
に
資
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
基
本
的
認
識
の
下
に
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
二
項

関
係
）

自
転
車
の
活
用
の
推
進
は
、
交
通
体
系
に
お
け

る
自
転
車
に
よ
る
交
通
の
役
割
を
拡
大
す
る
こ
と

を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
二
条
第
三
項
関
係
）

自
転
車
の
活
用
の
推
進
は
、
交
通
の
安
全
の
確

保
を
図
り
つ
つ
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
し
た
。（
第
二
条
第
四
項
関
係
）

国
の
責
務

国
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自
転
車
の
活
用

の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
策

定
し
、及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
三
条
関
係
）

地
方
公
共
団
体
の
責
務

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
自

転
車
の
活
用
の
推
進
に
関
し
、
国
と
の
適
切
な
役
割

分
担
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
地
方
公
共
団
体
の
区
域
の

実
情
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責

務
を
有
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
条
関
係
）

◇
財
政
制
度
等
審
議
会
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政

令
第
三
七
八
号
）（
財
務
省
）

１

財
政
制
度
等
審
議
会
の
任
務
の
円
滑
な
遂
行
に
資
す

る
た
め
、
平
成
二
九
年
一
月
五
日
に
任
期
の
満
了
す
る

こ
と
と
な
る
委
員
の
任
期
を
、
同
年
三
月
三
一
日
ま
で

延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
三

七
九
号
）（
総
務
省
）

１

過
疎
地
域
等
に
お
い
て
、
市
町
村
が
救
急
業
務
の
適

切
な
実
施
を
図
る
た
め
の
措
置
と
し
て
総
務
省
令
で
定

め
る
事
項
を
記
載
し
た
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
救
急

隊
は
、
救
急
自
動
車
一
台
並
び
に
救
急
隊
員
二
人
以
上

及
び
准
救
急
隊
員
一
人
以
上
を
も
っ
て
編
成
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
四
四
条
第
二
項
関
係
）

２

准
救
急
隊
員
は
、
救
急
業
務
に
関
す
る
基
礎
的
な
講

習
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
課
程
を
修
了
し
た
等

の
消
防
職
員
（
消
防
吏
員
を
除
き
、
常
勤
の
職
員
及
び

地
方
公
務
員
法
第
二
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短

時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
に
限
る
。）を
も
っ
て
充

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
四
四
条
第
六

項
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。
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